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宮古市再生可能エネルギーゾーニングについて

■ゾーニングとは

●自治体・地域住民・専門家が協力することで、地域が“納得”できる再生可能エネルギーの導入適
地を明確にすること

●環境省補助金を活用し、令和４年度・５年度の２か年事業として実施
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６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

8/1～10/31 パブコメ①
（太陽光、陸上風力）

まちづくりふれあい講座

●9/22 小国地区

まとめ
まとめ
公表

関係団体への説明

閉伊川漁業協同組合、田老河川漁業協同組合

有識者ヒアリング

岩手大学・原科教授、日本水フォーラム・竹村理事

地域説明会
8/20 川井・新里
8/27 田老・宮古
10/24 ｵﾝﾗｲﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

1/13-14

地
域
説
明
会

今年度
方向性の
確定
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■今年度の実施状況及び今後のスケジュール

パブコメ
②

（全部）

説明ブース設置

●7/30 脱炭素フェスタinたろう

庁内

7/4
本部会議

7/5
再エネ
審議会

7/21
総務常任
委員会

●9/30-10/1 産業まつり

●10/29 脱炭素フェスタinみやこ

森林組合、漁協等

庁内

12/21
本部会議

12/20
再エネ
審議会

1/9
総務常任
委員会

【参考】
令和４年度
意見聴取

●再エネ推進
会議（3回）

：10月～3月

●各地区地域
づくり協議会
委員説明会

：1月～3月



●8/1～10/31
パブリックコメント
※市民交流センター

●8/20、8/27
地域説明会

●10/24
オンライン
ワークショップ

■パブリックコメント、地域説明会、説明ブース設置等の様子
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説明ブース設置
←●7/30

脱炭素フェスタinたろう
↓●9/30-10/1

産業まつり
↘●10/29

脱炭素フェスタinみやこ



主な意見等 対応

1 • 促進エリアに河川や道路等のインフラが含
まれている点は修正した方がよい

• 主要河川、三陸沿岸道路、鉄道敷地、既設
のメガソーラーを外した

2 • 埋蔵文化財包蔵地に関する情報を掲載した
方がよい

• 埋蔵文化財包蔵地を留意事項として整理

3 • カモシカ保護地域が保全エリアとなってい
るが、カモシカの狩猟の禁止のための規制
であり、事業を規制していないことから、
妥当ではないと思われる

• 有識者や関係部局からの意見を踏まえて検
討した結果、カモシカ保護地域は保全エリ
アには含めず、留意事項として整理
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■ゾーニングに反映した意見について



■太陽光発電、陸上風力発電におけるゾーニングの考え方

●エリア区分の設定
➤太陽光発電、陸上風力発電：広域的なゾーニングによりエリアを区分
➤再生可能エネルギー施設の設置を避けるべき「保全エリア」、施設の導入が可能な「調整エリ
ア、促進エリア」を設定

名称 内容

保全エリア
自然環境･生態系･景観等の保護･保全の観点から、事業による開発を避ける
べきエリア

調整エリア
保全エリア以外の範囲で、事業者が関係機関や地域と事業範囲等を調整し
ながら事業を実施できるエリア

促進エリア
保全エリア以外の範囲で、事業性があり、地域の合意形成が図られた再生
可能エネルギーの導入を促進しうるエリア

表１ エリアの区分と定義
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（１）「保全エリア」の条件設定
① 国の基準、県の基準を参考に保全エリアを設定（赤枠）。

区分

市内の分布状況

備考

該当あり 該当なし

国の基準

国指定自然環境保全地域／国指定鳥獣保護区（特別保護地区）／
国立・国定公園（特別保護地区、海域公園地区、第1種特別地
域）

国指定原生自然環境保全地域／
国指定生息地等保護区（管理地区
）

•促進区域から除外
すべき区域
•環境省マニュアル
※1を参考

県の基準
（岩手県）

県指定自然環境保全地域（特別地区）／国立・国定公園（第2種
特別地域、第3種特別地域）／地すべり防止区域／急傾斜地崩壊
危険区域／風致地区／土砂災害特別警戒区域／土砂災害危険個所
／砂防指定地／海岸保全地域／国・県指定文化財（史跡、名勝、
天然記念物）／県指定鳥獣保護区（特別保護地区）

県立自然公園（第1種特別地域／第
2種特別地域／第3種特別地域）／
伝統的建造物群保全地区／文化的
景観／歴史的風致維持向上計画で
定める重点区域／世界文化遺産の
資産及びその緩衝地帯

•促進区域に含める
ことが適切でない
と認められる区域
•促進区域の設定に
関する岩手県基準
を参考

市の
固有情報

市指定文化財（史跡、名勝、天然記念物）
•関係部局へのヒア
リング

※以下の範囲については国または県の基準に含まれるものの、調整次第で事業が可能となることから、
ポジティブゾーニングの観点から保全エリアに含めないこととした（留意事項として整理）。

県指定鳥獣保護区（特別保護地区を除く）／保安林（国有林・民有林）／カモシカ保護地域／農用地区域内の農地

青文字：前回説明からの変更点

※1 地方公共団体実行計画(区域施策編)策定・実施マニュアル(地域脱炭素化促進事業編)

■太陽光発電、陸上風力発電におけるゾーニング
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（２）「調整エリア」の条件設定
➤保全エリア以外の全域を調整エリアに設定。

（３）「促進エリア」の条件設定
➤調整エリアの中から「事業性がある範囲」を、促進エリアに設定。

「事業性がある範囲」の抽出条件

• 環境省が実施した導入ポテンシャル調査報告書※１やゾーニング他事例を参考として検討し、
太陽光発電、陸上風力発電別に条件を設定

条件設定

１ 最大傾斜角20度未満

２ 森林地域は除いた範囲

●太陽光発電

条件設定

１ 風速5.5m/s以上

２ 標高1,200m未満

３ 最大傾斜角20度未満

４ 地上開度75°以上

５
土地利用区分のうち、草地、樹林、裸地、竹
林、水田、畑地

●風力発電

※１ 令和３年度再エネ導入ポテンシャルに係る情報活用及び提供方策検討等調査委託業務報告書
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（４）各エリアにおいて留意・配慮する事項
➤事業を避けるべき「保全エリア」以外は、調整次第で事業が可能となる「調整エリア」または
「促進エリア」となる。

➤各エリアにおける法規制や、事業を実施するうえでの留意事項、配慮事項、参考情報等を整理
した。

１ すべてのエリアにおける
配慮事項

・ 地域の意見（地域説明会等）への配慮
・ 地権者や近隣住民等との調整
・ 景観や希少な動植物への配慮
・ 騒音・振動・大気への影響の回避・低減

２ その他の参考情報
・ 送電線網、変電所位置
・ 水道水源

３ 対象外とした箇所 ※無着色で表示

・ 主要河川、鉄道敷地、三陸沿岸道路
・ 既設の太陽光発電施設（メガソーラー）

保
全
エ
リ
ア

保全エリアにおける法規制
• 国指定自然環境保全地域
• 国指定鳥獣保護区（特別保護地区）
• 国立・国定公園
（特別保護地区、海域公園地区、第1種特別地域）

• 県指定自然環境保全地域（特別地区）
• 国立・国定公園（第2種特別地域、第3種特別地域）
• 地すべり防止区域
• 急傾斜地崩壊危険区域
• 風致地区
• 土砂災害特別警戒区域
• 土砂災害危険個所
• 県指定鳥獣保護区（特別保護地区）
• 国、県指定文化財（史跡、名勝、天然記念物） ※点情報
• 市指定文化財（史跡、名勝、天然記念物） ※点情報
• 砂防指定地 ※点情報
• 海岸保全地域 ※線情報
• 生息地等保護区 ※非公開データ

調
整
エ
リ
ア

促
進
エ
リ
ア

調整エリア・促進エリアにおける留意事項
• 県指定鳥獣保護区（特別保護地区を除く）
• 保安林（国有林・民有林）
• 緑の回廊
• カモシカ保護地域
• 農用地区域内の農地
• 埋蔵文化財包蔵地

宮古市再生可能エネルギーゾーニングについて
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■ゾーニングマップ（太陽光発電）

面積 割合

保全エリア 252.8km2 20.0%

促進エリア 43.4km2 3.4%

宮古市の総面積（1,259.18km2）に占める割合
市の再エネ推進計画の2050年の目標達成に向けて、新規に導入が必要となる太陽光発電の面積は0.95km2（94,109kW増／2021年度比）
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■ゾーニングマップ（陸上風力発電）

面積 割合

保全エリア 252.8km2 20.0%

促進エリア 206.7km2 16.4%

宮古市の総面積（1,259.18km2）に占める割合
市の再エネ推進計画の2050年の目標達成に向けて、新規に導入が必要となる風力発電の面積は6.805km2（68,053kW増／2021年度比）
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■小水力発電におけるゾーニング

（１）ゾーニングの手順

①河川（渓流）環境省REPOS

③上下水道施設

④農業用水・ため池

⑤小水力発電の跡地

関係部局
ヒアリング

有識者
ヒアリング

地域説明会

既往資料
（調査結果等） ②既設ダム

情報収集 机上での評価検討対象の整理

①河川（渓流）

⑤小水力発電の跡地

現地調査

ゾーニングマップ
（個票・法規制図）

作成

法規制の確認

関係部局
ヒアリング
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• 有効落差
• 流量
• 地形
• 施設諸元

1) 規模や条件を
現場で確認する
必要があるもの

①河川
⑤小水力発電の跡地

2) 規模や条件が
合わないもの

②既設ダム
③上下水道施設
④農業用水・ため池



（２）河川（渓流）の机上評価

➡机上評価で概算出力が
概ね100kW以上となった
候補地
（15河川）

➡過去に小水力発電を
実施していた跡地
（４箇所）
・倉の沢：１箇所
・田代川：２箇所
・小国川：１箇所※

※地域説明会で住民から
情報提供

宮古市再生可能エネルギーゾーニングについて
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現地調査

①河川（渓流）

⑤小水力発電の跡地



河川（渓流）の候補地については、取水・放水の位置
の表示、法規制、現地の所見を記録した個票を作成

個票には、留意事項として、漁協・河川管理者との調整や、
文化財・水道水源に関する確認が必要となる旨を記載

法規制図（全体図）

（３）ゾーニングマップ（小水力発電）

宮古市再生可能エネルギーゾーニングについて
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■洋上風力発電におけるゾーニング基礎情報の整理

風況 波高 自然公園

船舶通航量 漁業権 藻場・干潟
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